
調 査 ・ 研 修 等 計 画 届 出 書 

令和７年１月 20日 

瀬戸市議会議長 様                                

  議員名  髙島 淳 

 

 政務活動 として、下記のとおり調査・研修等を実施いたします。 

 

記 

 

期 日 令和７年１月２９日から１月３０日まで（１泊２日） 

調査先・研修名 

文部科学省にて 

「学校給食無償化について」「部活動地域移行について」 

国土交通省にて 

「駅エレベーター設置に係るバリアフリー法について」 

会場名（会場所在地） 衆議院第二会館（東京都千代田区永田町 2丁目２－１） 

調査・研修の目的 

（今回の調査・研修に係

る瀬戸市・自己の現状と

課題を踏まえて） 

1月 29日 14時～15時 

文部科学省 初等中等教育局健康教育・食育課 

学校給食費無償化について、国の動向の進捗を確認し、課題

の共有をした上で今後の動向を再調査及び協議を行う。 

文部科学省 スポーツ局地域スポーツ課 

1月 29日 15時 30分～16時 30分 

文部科学省の進める、部活動地域移行の課題について、部活

動改革推進期間に本市は未着手の状況の為、今後の在り方に

繋げていく。 

1月 30日 10時 30分～12時 

国土交通省 住宅局市街地建築課 

現在瀬戸市内の愛知環状鉄道駅の中にエレベーター未設置

の駅がある。事業者の財政上の理由で今後もバリアフリーが

叶わないことは市民にとって有益でない為、実現に向けて国

土交通省の意向を調査研修。 

議長名の依頼 要 ・ 不要 
依頼先（名称） 

 

同行者名 
三木 雪実 宮薗 伸仁 柴田 利勝 朝井 賢次 

※行程表を添付してください。 



調 査 ・ 研 修 等 報 告 書 

 

令和 7年 2月 4日 

瀬戸市議会議長 様 

 

                        議員名   髙島 淳  

 

政務活動として、下記のとおり調査・研修等を実施したので報告します。 

記 

期 日 令和７年１月２９日から１月３０日まで（１泊２日） 

調査先・研修名 

文部科学省にて 

「学校給食無償化について」「部活動地域移行について」 

国土交通省にて 

「駅エレベーター設置に係るバリアフリー法について」 

会場名（会場所在地） 衆議院第二会館（東京都千代田区永田町 2丁目２－１） 

調査・研修の目的 

（今回の調査・研修に係

る瀬戸市・自己の現状と

課題を踏まえて） 

1月 29日 14時～15時 

文部科学省 初等中等教育局健康教育・食育課 

学校給食費無償化について、国の動向の進捗を確認し、課題

の共有をした上で今後の動向を再調査及び協議を行う。 

1月 29日 15時 30分～16時 30分 

文部科学省 スポーツ局地域スポーツ課 

文部科学省の進める、部活動地域移行の課題について、部活

動改革推進期間に本市は未着手の状況の為、今後の在り方に

繋げていく。 

1月 30日 10時 30分～12時 

国土交通省 住宅局市街地建築課 

現在瀬戸市内の愛知環状鉄道駅の中にエレベーター未設置

の駅がある。事業者の財政上の理由で今後もバリアフリーが

叶わないことは市民にとって有益でない為、実現に向けて国

土交通省の意向を調査研修。 

 

 

 

 



調査先の事業の現状・課題 ／ 研修で学んだこと・キーワード等 

1月29日、30日の2日間 自民新政クラブの有志数名で、衆議院議員会館へ研

修、勉強会に行ってまいりました。 

今回のテーマは 

「給食費の無償化についての進捗」 

「部活動の地域移行の課題について」 

「駅エレベーター設置に係るバリアフリー法について」 

 

１月２９日 

衆議院第二会館会議室にて 初等中等教育局の担当の方から 

「学校給食の無償化について」研修を行い、

質疑、議論を活発に行いました。 

一昨年、瀬戸市でも学校給食に無償化につ

いての議論が交わされ、国の進む方向性に

ついて調査しました。国の方でも全国の学

校給食費の状況について調べているとのこ

とで、今回、調査結果について、担当官と

議論しました。 

給食無償化についての課題の整理 

学校給食法の目的・目標は適切な栄養摂取による児童生徒の心身の健全な発

達や、給食を通じた食に関する理解や判断力の育成 

↓ 

結果的には保護者の給食費の負担をもたらしてきた。 

↓ 

子育て支援や、少子化対策のための基礎的な給付が必要だと思われる。 

また、 

経済的な困窮世帯14％ については基本的には無償化されている 

そのほか、効果的な少子化対策のための無償化などの効果があると考えられ

る。 

課題として、安定的な財源の確保が必須 

全国的には5000億円かかると見積もられる試算において、国の方向性として、

財源の問題、優先順位を検討していく。 

また、これまで活用してきた交付金についてはコロナ交付金から始まってい

るからいつまであるかわからない。 

瀬戸市においても、給食費の完全無償化は求められているが、物価や、食材

費の高騰、財源の確保などまだまだ課題が多く今後も引き続き研究していく

べき事案だと感じた。 

続いて、スポーツ庁と文化庁の担当の方に「部活動の地域移行について」の



研修を行いました。 

全国的に中学生世代の今後少子化が進む 

少子化により、学校の規模はさらに小さくなる傾向にあり、伴って部活動の

構成人数や、種類も減っていくことになると予想される。 

実際調査していくと部活動に加入している

生徒数は減っている。 

反面、他校との合同部活動は増えているこ

とから一つの学校から部活動が維持できな

いと考えられる。 

少子化の進展によって部活動がやりづらく

なっている。 

しかしながら、少子化が進む中でも、将来

に渡り生徒が、スポーツや文化芸術活動に継続して親しむ環境を確保しなけ

ればならない。 

近年の働き方改革により、先生も部活動の指導がしにくくなっている。また、

専門性のある先生が減ってきている。よって、地域全体に広げて支援してい

く。国内でも先進して取り組んでいる事例をいくつか紹介していただき、瀬

戸市においてどのような方法が良いのか今後も研究が必要だと感じました。 

 

１月３０日 

「駅エレベーター設置にかかるバリアフリー法について」 

衆議院第二会館会議室にて国土交通省都市鉄道政策課の方より、主に鉄道駅

のバリアフリー化に対する補助制度等のご説明をいただき、質疑、議論を活

発に行なった。 

エレベーターが設置されていない駅が瀬戸市

には2駅（中水野駅、瀬戸口駅）あり、設置が

急がれる現状であります。 

鉄道事業者の理解や資金面の課題があるもの

の、ただエレベーターを設置して終わりではな

く、根本的なバリアフリー化を推進していくこ

とで、それが付加価値として周辺のまちづくり

にも影響を及ぼす事も共有できました。 

さらには、長期的な計画を立案し、順次進める事で、単年度の支出が抑えら

れる方法も教えていただきました。 

 本市においての駅のバリアフリー化については、事業者だけでなく総合的

な地域の街づくり全体の課題として考えていくべき。今後も調査を進め、適

切な取り組みを提案していく。 

※同行予定であった三木雪実議員は諸事情により欠席 



7 瀬戸市駅 愛環 片道 高蔵寺駅 6.2 ㎞ 280 円 円

年 高蔵寺駅 JR 片道 名古屋駅 24 ㎞ 円 円

1 名古屋駅 新幹線 片道 東京駅 366 ㎞ 6,600 円 4,720 円

月 ㎞ 円 円

29 ㎞ 円 円

円

31,400 円

7 東京駅 新幹線 片道 名古屋駅 366 ㎞ 6,600 円 4,720 円

年 名古屋駅 JR 片道 高蔵寺駅 24 ㎞ 円 円

1 高蔵寺駅 愛環 片道 瀬戸市駅 6.2 ㎞ 280 円 円

月 ㎞ 円 円

30 ㎞ 円 円

日

円

小計 11,600 円

㎞ 円 円

年 ㎞ 円 円

㎞ 円 円

月 ㎞ 円 円

㎞ 円 円

円

パック等による割引など 小計　　　 0 円

円

交通費　合計

円 23,200 円 円39,000

宿泊費　合計

19,800

到着駅

宿泊先名称

距離日付 出発駅

到着駅
片道

/
往復

アパホテルプライド赤坂国会議事堂前

運賃
距離

備考欄

申請額合計
（宿泊費+交通費-割引代）

TEL 宿泊料金

宿泊料金

日付 出発駅
片道

/
往復

日

交通費

運賃

特急料金　等

備考欄

片道
/

往復

行程表

4,000

宿泊先名称

※往復利用の場合は、往復料金を入力してください。

運賃

TEL

交通
手段

乗り換え案内ジョルダン　　　http://www.jorudan.co.jp/

0570－057－711 19,800

特急料金 等

日

交通
手段

宿泊料金

出発駅日付

宿泊先名称

交通費

特急料金　等

交通費

距離

備考欄

交通
手段

到着駅

TEL

http://www.jorudan.co.jp/#

